
第３回釧路市社会教育推進計画並びに釧路市文化芸術振興計画策定委員会議 【会議録】 

 

日時  令和５年２月２日（木）11:00～11:30 

場所  釧路市生涯学習センター801 号室 

 

１．出席委員  18 名中 15 名出席 

         田丸典彦委員長、石田憲一副委員長、越後和恵委員、大久保貢委員 

小川一法委員加賀谷淑子委員、片桐茂貴委員、久原陽子委員、佐山由記子委員 

田中達也委員、中川敏彦委員、中西紗織委員、中野彌委員、名塚ちひろ委員 

藤原節男委員（欠席３名：大嶋春香委員、小山礼子委員、濱口憲太委員） 

 

２．市出席者   岡部教育長、工藤生涯学習部長、澤口生涯学習部次長（生涯学習課長） 

塩田美術館長、島スポーツ課長、松本博物館長、加藤博物館学芸専門員 

平野動物園ふれあい主幹、北村阿寒生涯学習課長、朴音別生涯学習課長 

外崎青少年育成センター所長、伊藤生涯学習課長補佐、田井音別生涯学習課長補佐 

守田主査、牧野主任、大戸主事  計 16 名 

 

３．議事 

（１）パブリックコメントの結果について 

（２）釧路市社会教育推進計画の副題について 

（３）計画案について 

（４）その他 

 

４．内容 

  議事（１） パブリックコメントの結果について 

  （事務局） 昨年１２月１９日から本年１月１８日までの１か月間、市のホームページやＳＮＳの

ほか各施設に関係資料を設置し、市民からの意見を広く募集したが寄せられた意見はな

かった。従って市民意見による計画素案の修正等はないので報告する。 

  （委 員） 質問なし 

 

  議事（２） 釧路市社会教育推進計画の副題について 

  （事務局） 策定中の釧路市社会教育推進計画並びに学校教育部で策定中の釧路市教育推進基本計

画については、今回の計画から副題を設定するというものであり、釧路市の社会教育が

目指す「目標」や「到達点」をあらわす言葉で、社会教育や社会教育推進計画が、市民

に分かりやすく伝わるよう、シンプルかつインパクトのある言葉を設定させていただく

ものである。副題は「人づくり・地域づくりに向けて」であり、多様な分野で力を発揮

できる「人づくり」と、人々がもつ個性や能力、学び等を通じて培った成果が発揮でき

る「地域社会を創造」する決意を表すものである。ご意見をいただきたい。 

  （委 員） 事務局案に異論なし 

 

議事（３） 計画案について 

  （事務局） 委員より、総論について「図式化など、少し分かりやすくできないか」とのご意見が

あり、釧路市社会教育推進計画の中の「序論」と「総論」を修正したので説明する。 



序論の「計画の性格と役割」の説明の中で、「教育推進基本計画」と「社会教育推進計

画」は「釧路市教育大綱」の行動計画の位置づけと説明していることから、３ページに

あった「教育大綱の６つの基本理念」を、分かりやすいように２ページに移した。 

３ページの総論については、新たに「釧路市教育のめざす姿」として、「基本理念と４

つの教育目標」を分かりやすい形で修正した。また、「副題」の説明をⅣとして追加して

いる。 

文化芸術振興計画については、修正箇所はない。 

   （委 員） 大変見やすくなった。 

 

議事（４）その他 

   （事務局） 釧路市社会教育推進計画、釧路市文化芸術振興計画に関する今後のスケジュールに

ついて説明。 

   （委 員） 質問なし 

 


